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［２］研究経過 

口腔内に常在する微生物が原因となる代表的な感

染症として、歯周病と口腔カンジダ症が挙げられる。

歯周病は、歯周病原細菌Porphyromonas gingivalisが原

因となり、口腔カンジダ症は、病原真菌 Candida 

albicans が原因となる。どちらの疾患とも宿主の免疫

応答として、サイトカイン IL-17Aを産生するTh17細

胞が関わることが知られている。Th17細胞は、歯周病

においては破骨細胞を活性化することで病態を増悪

化する負の作用が知られている一方で、口腔カンジダ

症においては、感染防御に関与する正の作用が知られ

ている。しかしながら、歯周病および口腔カンジダ症

における Th17 細胞の制御機構は不明な点が多い。P. 

gingivalisおよびC. albicansがそれぞれの疾患において

Th17細胞応答の抗原になると考えられるが、抗原ペプ

チドは不明であり、また責任Th17細胞のT細胞受容

体は特定されていない（図１）。本共同研究では、加齢

研・小笠原康悦博士の協力を得て、口腔感染症である

歯周病と口腔カンジダ症に対する責任 Th17 細胞の T

細胞受容体（TCR）を特定することで、疾患特異的な

免疫応答機構を解明することを目的として、研究を遂

行した。 

以下、研究活動状況の概要を記す。本研究は、福岡

歯科大学において、口腔カンジダ症のマウスモデルの

構築、免疫応答の解析、免疫組織の単離、RNAサンプ

ルの作成、T細受容体レパートリー解析のための準備

等、東北大学の小笠原康悦博士と情報を交換しながら、

共同研究を進めた。申請者は、これまでに小笠原康悦

博士と共同研究を行ってきた実績があり、これまでに

加齢研への訪問、研究の打ち合わせ、サンプルの送付

と解析と準備を進めてきた経緯がある。本共同研究も

これまでの連携を生かして研究を進めた。本共同研究

の打ち合わせは、研究電子メールやZoom会議により

行った。 

  

［３］成果 

 （３－１）研究成果 

本年度は、特に口腔カンジダ症に注力し、以下に示

す研究成果を得た。申請者らは、既知の口腔カンジダ

症マウスモデルで使用される免疫抑制剤や抗生物質

の投与なしに、C. albicansを舌に塗布することで、口

腔カンジダ症を発症できるマウスモデルを構築する

ことができた（iScience 2025;28:112675）。 

（３－２）波及効果と発展性など 

本共同研究は、有効な予防法・治療法が限られてい

る口腔感染症に対する新しい予防・治療法の確立に飛

躍的な進展が期待できる。 
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図１.C. albicansに対する責任Th17細胞の誘導
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